
◎モノチス

モノチスは中生代三畳紀の重要な示準化石

です。今年８月の巡検会で、八代郡深山谷の

ものを採集された方も又一坂本付近のモノチ

スも、これ主での巡検会で採集してある方が

多数おられることと思います。九州産のモノ

チスについては、田村（１９６５）の詳しい

研究がありますの電その中から、特に定向

的な進化を示している表面の肋の変化を産出

層順の古い種からその表面の放射肋の変化を

みるとその放射状の肋が時代と共に少なくな

っていくのが判りますｂ（会誌砿１３参照）

tyPicaでは放射状肋が約５０本です力丸

ｄｅｎＢｉＢｔｒユａ七ａ、ocho域Ｃａ、pactVpqaﾕｴａ

と肋は２次肋Ｌ３次肋の弱い肋に変っていき

zabaikaﾕｭＣａではついにその表面から肋

が消えてしまってい童すｂ

熊本県産化石にみられる定向進化

二枚貝

尚綱高田代正之

生物の進化についての教材は、高校の生物

地学、中学校の理科２分野に、象の鼻、馬の

足、人間の頭骨、フズリナ、アンモナイト、

キサゴなどの例がしばしば取扱ってありま九

これまでに、熊本地学会で行なった化石採

集の巡検会で、すでにおなじみの化石種にみ

られる定向進化の実例を中生代の二枚貝を中

心にあげてみたいと思い室す。

に出ていをせん。最も古い、or土anaでは、

エリア（三角貝の各部の名称は会誌２５号参

照）の全表面に傾斜した小肋がありを夷Ｂ

グループのものは、エリアの後方の小肋が消

失してい室する全表面の肋の数も少なくなっ

ていますｂＤ。ｎ°Ｆグループではエリアの小

肋はわずかに数本が穀頂近くにみとめられる

のみ廷ディスクの肋も少なく、たるんでし

玄っていをす。一方、ＡＣ､pUBtUrOSa(C)は

エリアの傾斜した肋が．つぷ状になり、その

つぶの配例が一見八形にみえをすｂエリアに

八形の小肋をもつ仲間は、スカプロトリゴニ

アとエばれています力、このｲ則澗は、日本で

も、外国で賎だいたいとの時代以後に栄え

ていをするPuBtuﾕｏｅａは､.おそらく、スカ

プロトリゴニアの祖先形であり、この仲間は

アカンソトリゴニアから分かれたといえそう

です。

余談ですカミァカンソトリゴニァの穀頂の

装飾は､、しばしば、ジュラ紀の坂本層等から

でるミオフオレラ（ハイダイア）という三角

貝の仲間とみ玄がうほど、そっくりなことが

ありますｂこれは、おそらくアカンソトリゴ

ニアの祖先形が、ミオフオレラに近いもので

あることを意味していると思い在す◎

〔教材研究〕
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◎アカンソトリゴニァ

との仲間は中生代白亜紀に栄え室した。天

草の御所浦層群、上・下益城の御船層群、見

款山層から産しきすｂ八代の宮地層からも一

種採集されてい室す。図１は、この仲間を時

代順に並べたものですｂ（田林田代1967）

ＡＣ・morianaとＡＣ・ﾕoDgｴﾕovaは本県に

◎アピオトリゴニアとへテロトリゴニア

図２は、日本産のアピオトリゴニア、へテ

ロトリゴニア、ミクロトリゴニアの種を図示

したもので九（下のものほど古い種）この

うち．熊本県産の種は、ＡＰ・ｍｉＤＯｒ，ＡＰ．

。ｂユエｑｕｅｃｏＢｔａｔａ，ＡＰ.ｕｔＯｅｎＢｉＢｎ・ｓＰ.，

ＡＰ.ＰＯＢもｏｎｏｄｏＢａ，ＡＰ、ｏｂＢＯ］ａ七ａ，Ｂｅｔ．℃

ｇｒａｎＯＢａ,ＨｅｔｏｈｉｍｅｎＯＵｒｅｎＢユＢ、．ＢＰ.Ｍ、
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Ｓ､，がありますｂ鹿児島より砿cr､麺anoiが

でき交す。これらは各女産出時代にずれがあ

り童すが、皆姫浦層群より産しますｂアピォ

トリゴニァのディスクの装飾は図のようIこ

古い種では比較的規則的なＬ型の肋があり、

この肋は平滑ですｂとのＬ型の肋は時代とと

もに、前方の方でとぎれたり、傾斜したりし

霞すが、最後には前方の肋は前部にせまくお

しつめられ、後部の亜放射状の肋が次第に前

方へ進出し、前半に達した亜放射状肋は、前
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図１．アカンソトリゴニアの進化
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4．ＡｃｏｄｉユaｐＢａ

腹縁付近で分枝しはじめさす｡その9部皆では

肋はいつばんにつぶ状の突起をもったものに

変っていますｂへテロトニゴニァでも、アピ

オトリゴニアと同様にディスクの肋は、最初

規則的なｴ,型から--う分枝した肋→つぶ状突起

の肋と変っていき、特にHet-hjmenm】rengiB

では、殻頂にゆるい平滑な同心円状の肋が出

現していますｂとの殻頂の待ちようは、ミク

ロトリゴニァに主くにておりますｂもしミク

ロトリゴニアカミアピオトリゴニアのもつと

7．ＡＣ ｍｆ２ｕｎｅｎＢｉＢ
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図３．Ｇﾕｧcymerﾕｓ（且an錘ａ）ｓｏユュｄａ“GAOの成長に伴う形態変化

も新しい形態を示しているものであると考え

ると、アピオトリゴニアとへテロトリゴニア

の走向的な進化は、時代的なずれ（へテロト

リゴニァが早い）をのぞけばも非常ににた過

程を経ていることが判ります６

◎グリキメリス

生物の個体発生は毒.その生物の進化のあと

をくり返すといわれていますが、天草御所浦

層群産のＧﾕycymemesoﾕｴｄａ（＝G､、

amakusene3Lsvar・ｓｏﾕ:ida）を幼型から

成長型まで並べてみると、その変化がよく判

ります。（図３）図３－１の幼型は、世界で

もっとも古い種とされているヨーロッパ下部

白亜紀産の種に』二くにていま丸図３の２は

岩手県宮古の下部白亜紀産の種GhaipenBjLB）

Ａｐｎｄｎ ､ＡＩｂｉｑｎ Cenomqnidn Turon;q、
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やイギリスのグリーンサンド（下部白亜紀）

の種ににていま丸図３の３－．４は、宮古の

下部白亜紀上部の種（G-densﾕﾕﾕnea七』や

八代宮地層産のＧ､matsumoto土ｎ.eP,皿S・

によくにていま丸本種(soﾕﾕoﾕa)は上部

白亜紀最下部より産してい室すが諺との成長

型図３の５は、北海道の三笠砂岩のＧ・

katsUrazaWens1Bn.ｓＰ－Ⅲ.Ｓ・に表われ

てい室す（三笠砂岩は御所浦層群よりや毛や新

しい)｡図４は、日本産グリキメリスの各亜属

を系統樹にしたものです承ｓｏﾕﾕdaの成長

型が、上部白亜紀上部のＧ､amakuBensisに

』二くにていることも興味あるものです。

◎アンソニァ

と(､貝は、白亜紀に栄えた特殊宏二枚貝で

Coniociqri Sdmoniqn

PseudoveIeiUcelo

G．（2.）垂公mensjLB
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図4．日本産白亜紀グリキメリスの系統樹（亜属）。図は、みな熊本県産種
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いものほど長くなっていま九

以上あげたいくつかの化石は、次なその産

出する岩相は、似か主ったもので、雲境への

適応による進化とは考えにくいと思われ玄する

やは，定向的な進化の実例としたがもっとも

いいようですｂ

ナギナタカ為えんどうのさやの様な型をした

ものです。アンソニァについてはまだ雄者自

身研究のg諾で、未発表の質料ですカミとれ

も時代の古いものから順に並べると図５の様

な変化がみとめられるようで丸古い種の二

種では、歯板の下の支えの肋が短かく、新し

①Ａｕｶｺﾕ.aXbcantia“－下部白亜紀（宮古層群）②』､、1.日p､nov.‘

③Ａｍｈ.japoロユca-上部白亜紀（御所浦層群）④Aut21.Bp・nov．

⑤Ａﾕｴch・日P､nov.－上部白亜紀（御船層群）

図５．アンソニアの時代に伴う歯板と表面装飾の変化
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